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令和元年度青森市子ども会議 

臨時会議（「まちづくり」グループ活動）開催概要 

【1 日目】 

1 日  時 令和元年 8 月 5日（月） 9 時 30 分～16 時 00 分 

2 場  所 青森市総合福祉センター2階 集会室、青森市新町周辺 

3 出 席 者  子ども会議委員 8名（欠席者 12 名）、事務局 3名 

4 開催概要 

新町商店街の活性化について、メンバーで意見を出し合いました。 

＜主な意見＞ 

・商店街の魅力があまり知られていない。魅力をみんなで勉強し広めてみるのはどうか。 

・商店街に行ったことがない子どもは大人になっても商店街に足を運ばないと思うので、子ど   

もの時から商店街に足を運ぶようなきっかけが必要ではないか。 

子どもが商店街に親しみを感じることができれば、大人になったときも商店街に足を運び、それ

が商店街の活性化へつながるのではないかと考え、商店街の魅力を知ってもらうことを目的とした

イベントを実施することにしました。 

具体的な案として、青森の魅力を観光客などへ伝える取組「あおもり街てく」に着目し、地元の

子どもを対象とした「あおもり街てく」を子ども会議で実施すればいいのではないか、という意見

が出ました。まずは、自分たちが商店街の魅力などを学ぶべく、「あおもり街てく」に参加すること

にしました。 

 

 あおもり街てくへの参加 

毎年新しい「店主のこだわり・おすすめの品」を逸品として 

見つけ出し、1 年を通してこの逸品をお客さんにおすすめする 

「一店逸品運動」という取組や、商店街の街路樹がリンゴの木 

になっているなどの、商店街にまつわる面白い話などをたくさん 

聞くことができました。 

参加してみて面白かったことや紹介したいことなどをまとめ、 

次の会議で街歩きのコースを考えてみることにしました。 

 

＜あおもり街てくの概要＞ 

観光客や市民に「まち歩き」を楽しんでもらうため、まちなか観光スポット等をめぐる散策コ

ースを「あおもり街てくガイド」が案内する企画。風景コース、歴史と文化コース、味とショッ

ピングコースの３コースが用意されている。 

 

・参加コース：味とショッピングコース 

・コース概要：生鮮食品などを扱うたくさんのお店がひしめき合う、青森市民の台所「古川市  

場」や昭和の雰囲気の残る「通り」、開放感いっぱいで地元らしい「モノ」、地 

元らしい「雰囲気」を気軽に目や舌で味わえるコース 
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【2 日目】 

1 日  時 令和元年 8 月 7日（水） 9 時 30 分～16 時 00 分 

2 場  所 青森市総合福祉センター2階 集会室 

3 出 席 者 子ども会議委員 10 名（欠席者 10 名）、 事務局 3名 

4 開催概要 

 前回街てくに参加した感想をふまえ、イベント概要（イベントの流れ、街歩きのルート、原稿

の作成など）について話し合った結果、下記のとおり実施することになりました。 

「あおもりぷらぷらまち探検 in 新町」 

・日  時：10 月 27 日（日） 13：00～15：30 

・集合場所：駅前スクエア（青森市役所 駅前庁舎 1 階) 

・対  象：小学 5 年生～中学生 

・内  容：3つのコースに分かれ、1時間半程度かけて新町商店街などを探検します。  

 

【3 日目】 

1 日  時 令和元年 8 月 11 日（日） 9 時 30 分～16 時 00 分 

2 場  所 青森市総合福祉センター2階 集会室、青森市新町周辺 

3 出 席 者 子ども会議委員 8 名（欠席者 12 名）、事務局 3名 

4 開催概要 

商店街の歴史や魅力について学ぶため、商店街の老舗店舗「電器屋ＩＫＯ」の伊香佳子さん（新  

町商店街組合・理事）にお話をうかがいに行きました。グループでのこれまでの活動などを説明  

させていただいた後、様々なお話をお聞きすること出来ました。 

＜主な内容＞ 

・新町商店街の特徴として創業５０年以上のお店が集まっていること。 

・街てくで説明していた話は、自分を含め商店街店舗の関係者が教えてあげたもの。教えたの   

はごく一部の情報なので、紹介できることはまだまだたくさんある。 

最後に、実施しようとしているイベントについて「いい企画案だと思う。参加した人に何をわ

かってほしいか意識することが大事。もし何かあればいつでも相談に来てほしい。」というメッ

セージをいただきました。 

お忙しい中、長時間の取材にご協力いただき誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 


